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太鼓胴墨書 



指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
） 

本
資
料
は
、
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
七
月
一
九
日
、
第
二
次
近

衞
内
閣
組
閣
に
際
し
て
荻
外
荘
で
行
わ
れ
た
「
荻
窪
会
談
」
当
日
、
日

本
太
鼓
工
業
会
よ
り
近
衞
家
に
寄
贈
さ
れ
た
宮
本
卯
之
助
商
店
製
の

ケ
ヤ
キ
製
長
胴
太
鼓
で
あ
る
。 

同
太
鼓
が
寄
贈
さ
れ
る
以
前
は
、
拍
子
木
を
叩
い
て
荻
外
荘
玄
関
前

に
集
ま
っ
た
報
道
陣
に
秘
書
が
発
表
を
行
っ
て
い
た
が
、
拍
子
木
で
は

威
勢
に
欠
け
る
た
め
、
日
本
太
鼓
工
業
会
か
ら
近
衞
家
に
太
鼓
が
寄
贈

さ
れ
、
拍
子
木
に
代
わ
り
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
は
、
昭
和
一

五
年
七
月
二
二
日
の
東
京
日
日
新
聞
夕
刊
や
、
同
年
七
月
二
三
日
放
映

の
「
日
本
ニ
ュ
ー
ス
第
七
号
」
で
確
認
で
き
る
。 

同
太
鼓
は
昭
和
一
五
年
一
〇
月
頃
、
杉
並
警
察
署
の
依
願
に
よ
り
同

署
に
寄
贈
さ
れ
、
近
年
ま
で
杉
並
警
察
署
武
道
場
に
お
け
る
毎
朝
の
稽

古
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
杉
並
警
察
署
へ
の
寄
贈
経
緯
に
つ
い
て
は
、

昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
一
〇
月
発
行
の
『
自
警
』（
警
視
庁
自
警

会
発
行
の
冊
子
）
所
収
「
月
桂
樹
と
尚
武
太
鼓
」
に
詳
細
が
記
さ
れ
て

お
り
、
同
書
に
よ
る
と
、
「
太
鼓
の
寄
贈
を
千
代
子
夫
人
に
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
も
ら
い
、
そ
の
上
、
総
理
の
字
を
太
鼓
の
胴
に

刻
ん
で
お
き
た
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
「
尚
武
」
と
書
い
て
い
た

だ
け
た
の
で
、
こ
れ
を
複
写
し
、
太
鼓
の
胴
に
刻
み
「
尚
武
太
鼓
」
と

命
名
し
た
」
と
あ
る
。 

日
本
太
鼓
工
業
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
本
資
料
か
ら
は
、
第
二
次
近
衞

内
閣
に
対
す
る
当
時
の
世
相
の
期
待
感
が
窺
え
る
と
共
に
、
政
治
的
な

現
場
と
し
て
の
荻
外
荘
を
取
り
巻
い
た
高
揚
感
を
今
に
伝
え
る
資
料

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。 
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